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①事前 ②事後 ③１ヶ月後 ① ‐ ② ① ‐ ③ ② ‐ ③
前に踏み
出す力
主体性 8.7（1.8） 9.2（1.9） 9.1（1.5） 06.39 ** ＜ ＜ −
働きかけ力 11.1（2.3） 11.5（2.6） 11.6（2.4） 03.26 * − − −
実行力 18.4（3.3） 19.6（3.6） 19.0（3.6） 15.83 *** ＜ ＜ ＞
考え抜く
力
課題発見力 4.4（1.4） 4.3（1.6） 4.5（1.5） 03.46 * − − ＜
計画力 10.6（2.5） 11.3（2.8） 11.1（2.3） 04.94 ** ＜ − −
創造力 16.8（3.7） 17.9（3.9） 17.7（3.6） 08.11 *** ＜ ＜ −
チームで
働く力
発信力 5.0（1.1） 5.4（1.4） 5.3（1.2） 09.62 *** ＜ ＜ −
傾聴力 26.6（3.7） 27.7（3.3） 27.3（3.3） 09.74 *** ＜ ＜ −
柔軟性 6.3（1.5） 6.5（1.5） 6.2（1.6） 04.05 ** − − ＞
情況把握力 13.8（2.3） 14.5（2.8） 14.5（2.8） 05.79 ** ＜ ＜ −
規律性 13.6（2.4） 13.9（2.4） 13.5（2.8） 04.24 ** − − ＞
ストレスコン
トロール力
9.7（1.8） 9.9（2.0） 9.8（2.0） 00.56 − − −
***p<.001　** p<.01　*p<.05
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図４　社会人基礎力の変容
前に踏み出す力（アクション）
考え抜く力（シンキング）
チームで働く力（チームワーク）
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活で実践していることが明らかとなった
（図６）。
　そこで，具体的な内容として，どのよう
なことを日常生活で実践したのかについて
尋ねたところ，「実習に行く前は何でも１
人で抱え込むタイプでしたが，実習後は友
達や周りの人に助けを求めたりするように
なり，前よりスムーズな生活を送ること
ができるようになりました。」，「気付かせ
ることの大切さを学んだので，高校生を指
導する際は，ふりかえりの時間をあらゆる
場面で上手に入れるように工夫していま
す。」，「結果が良ければいいという訳では
なく，過程が大切という事を学んだ。部活
でプレーする時に結果だけでなく，過程を
気にするようにしたおかげで，技術的にも
向上できた気がしている。」，「仲間と協力
し支えあっていくことの大切さを学んだこ
とで，物事を一人で進めるのではなく，自
分ができない事は分担しながら共に活動し
ていくことを心がけるようになりました。」
といった回答が見られた。
④　教育効果に関する考察
　以上の結果より，キャンプ体験は，前に
踏み出す力（アクション）の「主体性」と
「実行力」，考え抜く力（シンキング）の「計
画力」と「創造力」，チームで働く力（チー
ムワーク）の「発信力」と「傾聴力」，「情
況把握力」など，社会人基礎力を構成する
一部の能力に教育効果があることが明らか
となった。
　本実習では，様々な活動を通じて，グ
ループにおける自分の役割を発見する力や
使命感，責任感，自ら主体的・積極的に行
動する態度や意識を養うとともに，社会性
やコミュニケーション能力を育成すること
をねらいとしていた。キャンプ生活におけ
るグループ活動では一人ひとりが役割を担
い，自分の役割に応じて主体的に行動する
ことが求められる。特に大学生のキャンプ
では，小・中学生のキャンプとは異なり，
グループカウンセラーや仲間からの指示に
よって行動するのではなく，今置かれてい
るグループの状況（やるべきことや課題な
ど）を自ら察知し，グループの一員として
今何をしなければならないのか，そのため
図５　実習で学んだこと、気づいたことの有
無と具体的な内容
図６　実習の経験を生かして実践したことの
有無と具体的な内容
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にはどうすればいいのかということを考え
出し，主体的行動することが求められる。
また，グループ活動では，グループの運営
方針やルール，今後の活動予定などメン
バー同士で話し合って物事を決めたり，情
報を共有する場面も多く，その際，自分の
考えや意見を他のメンバーにうまく伝えた
り，逆に相手の意見をしっかり聴いたりす
ることが求められる。事後調査で尋ねた「実
習で学んだこと、気づいたこと」の結果を
みると，「ゴールすることが大切じゃなく，
班でどう協力してゴールするかが大切なこ
とだと学んだ。」，「仲間と協力して物事を
やり遂げた時の達成感が素晴らしい。」，「相
手に思っていることを伝えなければ先には
進めないし，仲間と意見を共有することで
より良いアイディアが生まれる。」といっ
た回答がみられた。このことから，ASE
や北日高岳登山といった特定の活動だけで
はなく，キャプ生活全体を通じてこのよう
な経験を積み重ねたことにより，社会人基
礎力が向上したのではないかと考える。
　また，キャンプ体験によって向上した社
会人基礎力は，「計画力」を除き，１か月
後の日常生活においても効果が持続してい
ることが明らかとなった。自分から事を起
こす（アクション），人と何かをする（チー
ムワーク）といったことは日常生活でも生
かしやすいことである。１ヵ月後の調査で
尋ねた「『野外教育実習』で学んだことを
生かして日常生活で何か実践したこと」の
結果をみても，「何でも１人で抱え込むタ
イプだったが、実習後は友達や周りの人に
助けを求めるようになった。」，「物事を一
人で進めるのではなく、自分ができない事
は分担しながら共に活動していくことを心
がけるようになった。」といった回答が見
られたことから，キャンプ体験によって向
上した社会人基礎力のうち，日常生活でも
生かせる能力は向上効果が持続しやすいの
ではないかと推察される。
Ⅴ．結　　論
　本研究は，社会人基礎力を育成する能動
的学習の一つとしてキャンプ体験に着目し，
キャンプ体験が大学生の社会人基礎力の育成
に及ぼす効果について検証することを目的と
した。本研究の結果，以下のことが明らかと
なった。
１）キャンプ体験は，前に踏み出す力（アク
ション）の「主体性」と「実行力」，考え抜
く力（シンキング）の「計画力」と「創造力」，
チームで働く力（チームワーク）の「発信力」
と「傾聴力」，「情況把握力」など社会人基礎
力を構成する一部の能力に教育効果がある。
２）キャンプ体験によって向上した社会人基
礎力のうち，日常生活でも生かせる能力は向
上効果が持続しやすい。
　以上のように，キャンプ体験による社会人
基礎力の向上効果を明らかにすることはでき
たが、「働きかけ力」や「ストレスコントロー
ル力」といった一部の能力には向上効果が見
られなかった。その理由の一つとして筆者は，
キャンプ体験における精神的負荷（ストレス
強度）が小さかったのではないかと考えてい
る。
　本実習のプログラムは，小・中学生を対象
とした組織キャンプでも行われるような登山
やASE（イニシアティブゲーム），野外炊事，
テント泊といった基礎的なアクティビティで
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構成しており，大学生に大きな負荷がかかる
冒険的要素の強いアクティビティは実施され
なかった。慣れない人にとっては，自然の中
での４日間のテント生活は大きな負荷に成り
得るが，本実習の参加者は比較的キャンプ経
験のある学生が多かったため，テント生活や
登山などはあまり大きな負荷にならなかった
と推察される。また，班編成は部活動や所属
ゼミ，出身校が異なるように配慮していたが，
お互いに顔見知りであったり，既に人間関係
ができていた班もあったことから，初めて会
う人同士の関係に比べると対人関係的にも大
きな負荷にはならず，新たな人間関係を作る
ために自分から積極的に働きかける機会もほ
とんどなかったのではないかと推察される。
築山ら9）の研究でもストレス強度の低さや冒
険的要素の少なさが，プログラム課題として
挙げられていた。
　大学教育の一環として行う実習である限
り，初めて会う人同士という環境を作ること
は極めて難しいが，本研究で教育効果が見れ
なかった能力の向上を図るためには，沢登り
やクライミングなどの冒険的要素の強いアク
ティビティを取り入れたり，一人で山中にビ
バークするなど，大学生の特性に応じた精神
的負荷の高いアクティビティを導入していく
必要があると考える。
　大学教育に対する社会人基礎力育成の期待
が高まるなか，その育成手段の一つとして
キャンプ体験の有効性を示せたことは意義が
あったと考えている。今後は，プログラム全
体でみるのではなく，どういったアクティビ
ティが社会人基礎力の育成に効果があるのか
など，具体的かつ詳細に検証を重ね，キャン
プ体験における社会人基礎力育成プログラム
の構築を目指すことが大切だと考える。
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